
 

忘
却
の
美
、
奥
能
登
国
際
芸
術
祭

　

黄
金
色
に
輝
く
棚
田
の
稲
穂
が
波
の
よ

う
に
果
て
し
な
く
続
き
、
青
い
海
に
映
え

る
。
作
詞
家
・
阿
久
悠
は
自
身
が
作
詞
し

た
「
能
登
半
島
」
で
、
豊
穣
な
実
り
に
恵

ま
れ
る
こ
の
季
節
の
美
し
さ
を
讃
え
「
夏

か
ら
秋
へ
の
能
登
半
島
」
と
つ
づ
っ
た
。

３
年
余
の
金
沢
在
住
時
、
よ
く
半
島
を
ド

ラ
イ
ブ
、
こ
の
曲
を
口
ず
さ
ん
だ
。

　

今
秋
は
初
め
て
「
奥
能
登
国
際
芸
術
祭

２
０
１
７
」
が
半
島
突
端
近
く
の
珠
洲
市

を
中
心
に
、
10
月
22
日
ま
で
開
か
れ
て
い

る
。
テ
ー
マ
は
「
最
涯
（
さ
い
は
て
）
の

芸
術
祭
」。
ア
ー
ト
の
島
々
に
そ
の
印
象

を
変
え
た
３
年
に
１
度
の
「
瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
」
を
参
考
に
し
た
。
期
間
中
約

３
万
人
の
集
客
を
目
指
す
。
故
郷
の
成
功

イ
ベ
ン
ト
が
新
た
な
地
域
の
活
性
化
策
と

し
て
生
か
さ
れ
、
喜
ば
し
い
。
今
回
も
過

疎
を
逆
手
に
と
り
、
廃
線
の
駅
や
閉
館
し

た
映
画
館
な
ど
約
40
カ
所
が
展
示
の
舞
台

だ
。「
忘
却
の
日
本
」
を
新
感
覚
で
表
現

し
た
ド
イ
ツ
、
韓
国
な
ど
の
気
鋭
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
ら
の
作
品
群
は
新
鮮
な
驚
き
を

与
え
る
。鑑
賞
パ
ス
ポ
ー
ト
２
５
０
０
円
。

美
術
フ
ァ
ン
に
人
気
の
「
金
沢
21
世
紀
美

術
館
」と
も
連
動
、相
互
割
引
も
あ
る
。「
芸

術
の
秋
」
に
、
お
薦
め
し
た
い
。

文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
平
野
幸

夫
（
ひ
ら
の
・
ゆ
き
お
）。
元
毎

日
新
聞
論
説
委
員
、
日
本
ペ
ン
ク

ラ
ブ
会
員
。
毎
日
放
送
ラ
ジ
オ
の

ニ
ュ
ー
ス
番
組
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

を
務
め
、
２
０
０
５
年
か
ら
関
西

学
院
大
学
で
「
現
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
論
」「
日
本
語
文
章
表
現
」
の

授
業
を
持
つ
。
毎
日
新
聞
北
陸
総

局
長
も
歴
任
、
著
作
に
「
サ
ラ
イ

二
泊
三
日
の
旅
・
金
沢
」（
小
学
館
）

な
ど
が
あ
る
。

珠 洲
石川県

「道の駅塩田村」。 珠洲市は古く
から塩づくりが盛んだった

蛸島地区の秋祭り

「奥能登国際芸術祭２０１７」
が開催されている珠洲市狼
煙町の 「禄剛崎灯台」。 歴
史的価値があり 「日本の灯
台 50 選」 に入っている

  ひびのこづえ 「ス  
 ズズカ」 （旧飯塚
保育所）

塩田千春 「時を運ぶ船」 （旧清水保育所）

アレキサンドル・コンスタンチーノフ （ロシア）
「珠洲海道五十三次」 （大谷～正院地区）

河口龍夫 「小さなわすれもの
美術館」 （旧飯田駅）

(写真提供：同芸術祭実行員会。TEL0768-82-7720）
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